
２
０
２
４
年
、
国
は
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
活
用
促
進
法
を
制

定
。
農
業
者
の
環
境
の
変
化
に
対
応
し

て
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
「
ス
マ

ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
及
び
こ
れ
と
併

せ
て
行
う
農
産
物
の
新
た
な
生
産
の
方

式
の
導
入
に
関
す
る
計
画
（
生
産
方
式

革
新
実
施
計
画
）
」
と
「
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
等
の
開
発
及
び
そ
の
成
果
の
普

及
に
関
す
る
計
画
（
開
発
供
給
実
施
計

画
）
」
の
２
つ
の
認
定
制
度
を
設
け
た
。

　

町
に
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
ス
マ
ー
ト
農
業
の
さ
ら
な
る
普
及
と

推
進
上
の
課
題
に
つ
い
て
。

⑵
個
別
の
農
家
ま
で
普
及
さ
れ
る
た
め

ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
自
作
（
Ｄ
Ｉ
Ｙ
）

の
支
援
に
つ
い
て
。

  

町　

長

町　

長  

⑴
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
農
作
業
の
省
力

化
や
労
働
負
担
の
軽
減
、
生
産
効
率
や

品
質
の
向
上
を
図
る
う
え
で
必
要
な
技

術
と
し
て
普
及
が
進
ん
で
お
り
、
本
町

に
お
い
て
も
「
北
海
道
ス
マ
ー
ト
農
業

推
進
方
針
」
に
基
づ
き
、「
幕
別
町
農
業
・

農
村
振
興
計
画
２
０
１
８
後
期
見
直
し 

２
０
２
３
～
２
０
２
７
」
に
お
い
て
基

本
方
針
に
位
置
付
け
て
い
る
。
国
の
補

助
金
等
を
活
用
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン

ス
や
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
等
の
ス
マ
ー

ト
農
業
機
械
が
令
和
６
年
度
末
ま
で
に

５
２
１
台
、
農
協
組
合
員
戸
数
４
６
４

戸
の
う
ち
５
割
を
超
え
る
２
３
７
戸
で

導
入
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
の
補
助
金
の
多

く
は
農
業
者
団
体
や
法
人
等
が
要
件
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
既
に
経
営

の
大
規
模
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
十
勝

の
農
業
者
に
と
っ
て
は
目
標
達
成
の
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
場
合
が
あ
る
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
必
要
な
農

業
機
械
は
高
価
で
あ
り
、
初
期
投
資
に

か
か
る
費
用
が
負
担
と
な
る
こ
と
や
、

高
齢
化
が
進
む
農
業
で
は
先
端
技
術
に

慣
れ
る
こ
と
が
難
し
く
、
導
入
後
に
十

分
活
用
で
き
な
い
不
安
が
あ
る
点
も
課

題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
異
な
る
農
機
具

メ
ー
カ
ー
間
の
規
格
の
違
い
か
ら
機
械

の
互
換
性
が
乏
し
く
、
メ
ー
カ
ー
や
シ

ス
テ
ム
の
垣
根
を
超
え
た
連
携
の
仕
組

み
づ
く
り
等
の
課
題
も
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

⑵
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
の
自
作
（
Ｄ
Ｉ

Ｙ
）
に
つ
い
て
は
、
情
報
通
信
機
器
等

に
精
通
し
た
農
業
者
等
を
中
心
に
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
セ
ン
サ
ー
を

設
置
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
や

自
動
開
閉
装
置
等
の
取
組
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
組
を
支
援
す

る
た
め
に
は
、
技
術
的
、
経
済
的
、
社

会
的
な
側
面
か
ら
の
総
合
的
な
支
援
が

必
要
で
あ
る
。

　

技
術
的
な
支
援
と
し
て
、
農
業
者
が

ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
の
自
作
に
取
り
組

む
き
っ
か
け
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

や
セ
ン
サ
ー
設
計
、
通
信
技
術
等
の
学

習
機
会
の
提
供
や
、
地
域
の
工
業
高
校
、

大
学
、
企
業
等
と
連
携
し
た
機
器
製
作

の
サ
ポ
ー
ト
が
考
え
ら
れ
る
。

　

経
済
的
な
支
援
に
は
、
開
発
費
に
対

す
る
補
助
金
や
低
金
利
融
資
の
提
供
が

必
要
で
あ
る
。

　

社
会
的
な
支
援
と
し
て
は
、
知
識
や

技
術
を
共
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
や
、
技
術
に
詳
し
い
農
業
者
が
他
の

農
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
の
構
築

等
が
考
え
ら
れ
る
。

　

国
の
経
済
的
支
援
と
し
て
は
、
中
小

企
業
庁
の
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
が

あ
り
、
小
規
模
事
業
者
等
を
対
象
に
機

械
装
置
や
シ
ス
テ
ム
構
築
費
、
原
材
料

費
等
の
補
助
率
を
３
分
の
２
と
す
る
補

助
金
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
で
は
「
幕
別
町
農
業
ゆ
と

り
み
ら
い
総
合
資
金
」
と
し
て
、
農
作

業
の
省
力
化
・
効
率
化
を
目
的
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
導
入
費
用
に
対
し
て
事
業
費
の

90
％
以
内
、
最
大
５
０
０
万
円
を
無
利

子
で
貸
付
け
え
お
行
う
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

活
用
機
械
導
入
資
金
」を
設
け
て
い
る
。

町
内
に
お
い
て
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
の

自
作
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
つ
い
て

は
、
「
ゆ
と
り
み
ら
い
21
推
進
協
議
会
」

に
お
い
て
議
論
の
経
過
が
な
く
、
農
業

者
の
認
識
や
意
向
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
。
今
後
、
こ
の
取
組
に
対
す
る
機

運
の
高
ま
り
や
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
国
や
町
の
制
度
を
活
用

し
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

答問
機
運
の
高
ま
り
や
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
国
や
町
の
制

度
を
活
用
し
た
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く

ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
自
作

（
Ｄ
Ｉ
Ｙ
）
へ
の
支
援
に

つ
い
て
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